
　いま学校には、教科の学力を高める
ことはもとより、教科横断的な課題と
言われるさまざまな教育課題への対応
が要請されています。
　教育課題には、道徳教育や健康教育
や安全教育をはじめ、国際理解教育や
環境教育、情報教育、福祉教育、人権
教育、消費者教育、開発教育、食育、
防災教育、伝統文化教育、エネルギー
教育、障害児（者）理解教育、男女平
等教育、性教育、金融経済教育、租税
教育、法教育、喫煙防止教育など枚挙
にいとまがありません。最近では、プ
ログラミング教育や持続発展教育（Ｅ
ＳＤ）、主権者教育、がん教育、年金
教育など新しい教育課題も提起されて
います。
　これらの教育課題は社会の変化に伴っ
て、新たにクローズアップされてきた
ものです。１９８０年ごろまでは、一
部の教育課題を除いてほとんど耳にす
ることはありませんでした。
　学校での授業の本拠となる場は、教
科を中心に特別活動や総合的な学習の
時間です。子どもたちが日ごろ目にす
る時間割表には、ここに示した教育課
題の名称はありません。
　そのため、これらの教育課題が提起 

されると、「これらの課題をどこで指
導するのか」「そのための時間をどう
生み出すのか」といった声が出されま
す。こうした課題や悩みに対してどの
ように対処したらよいのでしょう。

　教科横断的な教育課題について指導
するための時間は特に用意されていま
せん。そのため先の疑問には、「全教
育活動を通して実践する」という原則
が返ってきます。しかし、何の意図も
計画もないと、結果として、どこでで
も指導されないことになります。
　「全教育活動を通して」とは具体的
にどのように進めればよいのでしょう
か。そのキーポイントは、意図的に計
画し意識して実践することです。その
アイデアはいくつか考えられます。
　まず、重点的に取り上げる教育課題
を選定します。そのうえで、その課題
が指導内容や教材・題材、あるいは学
習活動のレベルで関連している教科等
において意図的に指導します。例えば
伝統文化教育は、国語科、社会科、生
活科、音楽科、特別活動などで取り上
げられます。算数科や家庭科、図画工
作科、体育科も一部の内容や教材・題
材が関連しています。
　教育課題ごとに各教科等の指導内容 

や教材・題材を抽出し、一覧表に整理
すると、指導場面の全体像が見えてき
ます。指導に当たっては、教科横断的
なカリキュラムを作成し、相互に関連
付けた指導を進めます。
　「総合的な学習の時間」は、何をど
のように取り上げるかが各学校に委ね
られています。総合的な学習の時間に
は、教育課題を集中的、重点的に指導
するための時間として創設された経緯
と趣旨があります。子どもたちに自己
の生き方を考えさせ、「生きる力」を
はぐくむ観点から、これまでの総合的
な学習の時間の学習活動を総点検し、
マンネリ化している活動をリニューア
ルするのもよいでしょう。
　また、教育課題をそれぞれバラバラ
に取り上げるのではなく、学校として
中核となる課題をひとつ選定し、それ
を中心に他の教育課題を関連付けるこ
とも考えられます。例えば食育を核に
した場合には、健康、伝統文化、環境
やエネルギー、国際理解などの課題と
関連付けることができます。
　こうした取り組みは、学校の教育課
程全体を視野に入れ、教科横断的なカ
リキュラムを作成・実践することにほ
かなりません。新学習指導要領では、
教育課題を教科横断的に構想するカリ
キュラム・マネジメントを発揮するこ
とが課題になっています。
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みかんの日
（１１月３日）

今月の
記念日
「いいみっか（３日）ん」の語呂合わ
せです。全国果実生産出荷安定協議
会と農林水産省が制定しました。１２
月３日もみかんの日です。

●学校教育には、環境教育や福祉教育、伝統文化教育をはじめ、新たにプログラミング教育、
持続発展教育、主権者教育などさまざまな教育課題への対応が求められています。
●指導に当たっては、教育課題と各教科等の指導内容や教材との関連を図り、横断的に指導
します。「総合的な学習の時間」を活用する方法もあります。

さまざまな教育課題への対応

多様な社会的な教育課題

 教育課題にどう対応するか

今月のことば

書物に書かれているこ
とは理解していても、
それを実行できない人
に対してあざ笑ってい
う言葉です。
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論語知らず
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「教育の小径」のすべてのバックナンバーを

文溪堂のHPからお読みいただ

けます。ダウンロードして印刷

も可能です。お知り合いの先

生にもお勧めください。
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　学級内のグループ（班）は、子ども
たちが学校生活を楽しく有意義に送る
うえで重要な意義と役割をもっていま
す。日ごろの学習だけでなく、清掃活
動や給食の準備と後片付けなど生活の
場面でもグループが活用されるからで
す。また、授業で対話的、協働的な学
びを展開させ、深い学びを実現するた
めにも、グループの構成の仕方が重要
なポイントになります。
　グループ編成を子どもたちに任せる
こともできますが、子どもたちに全体
を見わたす調整能力や望ましい人間関
係が醸成されていないと、単なる仲良
し集団になったり、好きな人同士が集
まったりしてしまいます。
　教師の教育的な配慮のもと、意図的
に編成することを第一に考えます。グ
ループにはリーダーが必要ですから、
まず班長を決定します。子どもたちに
決めさせる方法もありますが、最初は
教師が指名する方がよいでしょう。定
期的に班長会議を開いて、リーダーの
養成を行います。班長を一定の期間ご
とに輪番制にすることもできます。
　グループは学級での生活や学習集団
の最小単位です。一人一人の持ち味や
得意分野、生活や学習の状況を考慮す
ることはもちろんのこと、子どもの人
間関係には細心の配慮をしてメンバー
を構成します。体育科の時間や遠足や
運動会などの機会には、改めてグルー
プを編成することもあります。
　グループの人数は、学年の発達段階
にもよりますが、３人から多くても６
人程度に留めるのがよいでしょう。グ
ループの編成の仕方についても、１年
間の見通しをもち、子どもの成長具合
を見ながら計画的に取り組みます。

　保護者等による児童虐待によって、
痛ましい事故や事件が後を絶たず、社
会問題になっています。こうした状況
を受けて、文部科学省は「学校・教育
委員会等向け虐待対応の手引き」を作
成し公表しました。
　手引きは基礎編と対応編から構成さ
れています。基礎編では、虐待の定義
や種類、学校、教職員、教育委員会の
役割について述べられています。
　ここでは、虐待は保護者の成育歴、
就労や家計の状態、居住状況、ストレ
スの状態、心身の問題、子どもの障害
や疾病等の育児負担の問題、望んだ妊

娠であったかどうかなど、多様な要因
によって起きるとしています。また児
童虐待防止法を受けて、学校や教職員
には虐待の早期発見と早期対応、関係
機関への通告や情報提供を、教育委員
会には関係機関との連携体制の強化・
整備や研修の充実を求めています。
　対応編では、日ごろの観察から通告
まで、通告後の対応、子ども・保護者
との関わり方、転校・進学時の対応に
ついて具体的に解説されています。
　「学校における虐待対応」は、「通告
まで」と「通告後」に分けて流れ図で
示されています。また、虐待の発生予
防のための「虐待リスクのチェックリ
スト」には、保護者への養育支援が必
要になる児童等の様子や状況例が具体
的に示されています。

　私は学校教育に携わってから、今年
度で５０年が経ちました。あっという
間の半世紀でしたが、大勢の先達や同
僚の先生方からいろんなことを学ばせ
ていただきました。この時期、自分に
できることは何かを考えました。その
結果、これまで学んだことや行ってき
たことを後世の方々に伝えていくこと
ではないかと思い立ちました。
　そこで、学校教育に関わる私自身の
「実践と研究」を振り返り、その一端
を「教育の小径」の小欄に紹介してい
くことにしました。このことが、現在
学校現場で頑張っている先生方に何ら
かのヒントをお伝えすることができる
のではないかと考えたからです。
　私のこれまでの教職人生は大きく４
つの時期に分けることができます。

　Ⅰ期は、小学校の現場に籍を置いて
いた時期です。勤務校は３校、１４年
間（そのうち１年は大学に派遣）でし
た。この間、学級担任として社会科を
中心に授業研究に取り組みました。
　Ⅱ期は、教育委員会の指導主事とし
て指導行政に携わった時期です。３つ
の職場で８年間勤めました。
　Ⅲ期は、文部省（現文部科学省）で
教科調査官として、小学校社会科の学
習指導要領の作成と普及に努めた時期
です。期間は８年７か月でした。
　Ⅳ期は、岐阜大学と国士舘大学で教
員の養成と教育研究に関わった時期で
す。１７年５か月間勤めました。大学
を離れてからは、教育研究に携わりな
がら、学校教育アドバイザーとして各
地の研究会に出かけています。
　次回以降、私の「実践と研究」の足
あとを順に辿っていきます。
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